
・小川原湖は、汽水・淡水の動植物が生育する多様な生態系を有している。
・しじみ、シラウオ、ワカサギなどの内水面漁業は地域の主要な産業となっており、「小川原湖産大和しじみ」
は、H29年12月に地理的表示(GI)登録、シラウオは水揚量が全国１位。ワカサギ、しじみも全国有数の水揚げで
ある。

小川原湖の水環境

小川原湖産大和しじみ しらうお わかさぎ 天然うなぎ

水産資源が豊富なことから、「宝湖」と呼ばれ、シラウオの水揚量は全国１位
を誇っている。全国的にも貴重な天然ウナギの産地でもある。小川原湖全景

小川原湖畔湖水浴場(三沢市)
年間利用者数 約３万８千人

浜台湖水浴場(東北町)
年間利用者数 約１万2千人

小川原湖湖水浴場(東北町)
年間利用者数 約６万６千人

小川原湖湖水浴場(東北町)

湖水まつり花火大会(東北町)

カヌー・カヤック等湖水面利用も盛ん

小川原湖畔湖水浴場(三沢市)※年間利用者数 H31年度 河川空間利用実態調査

小川原湖

太平洋

三沢市

六ヶ所村

東北町

高瀬川

高瀬川

砂土路川 姉沼

内沼

■小川原湖の現状

資料－５
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中 ＜G上層＞水深0.5ｍ ＜G中層＞水深9.5m ＜G下層＞水深18.0m

環境基準3.0mg/L（湖沼A類型）

環境基準3.0mg/L（湖沼A類型）

小川原湖の水質（上・中層）は、平成10年代後半から悪化傾向にあったが、平成21年を境にＣＯＤが緩やかに
減少傾向にあり、平成10年代後半の状況とは異なる様相を呈している。
一方、下層は、平成26年以降ＣＯＤ30～45mg/L程度と高い状態で推移、令和４年にはＣＯＤ90mg/L程度と環境
基準値の約30倍もの高い値となっている。
小川原湖のＣＯＤは、上層・中層・下層の全てで環境基準を超過し近年も悪い状況にある。
令和５年のＣＯＤは、各層とも令和４年より悪い値となっていない。

大規模なアオコ発生
（H16）

大規模なアオコ発生
（H21～H22年）

小川原湖の水環境 ～水質の状況～

R4年 COD75%値 上層 6.4mg/l
R4年 COD75%値 中層 5.6mg/l

R4年 COD75%値 下層 95mg/l

令和５年水質調査結果
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小川原湖の水環境 ～流入負荷（出水の影響）～

○水質調査の実施と流入負荷量の算定
高瀬川河川事務所では、定期水質調査（月１回）と出水時
水質調査を実施しており、小川原湖や流入河川（七戸川、砂
土路川、土場川、赤川、姉沼川、中津川）の水質状況の把握
・データ蓄積しています。出水時には、平常時に比べ汚濁負
荷量が多くなることが分かっています。
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灌漑期＋しろかき期5/1～8/31

非灌漑期＋融雪期9/1～4/30

※S55～R4の
データを使用

平常時：

2013

出水時：

4393

COD負荷量

6407トン/年

COD負荷量(トン/年)

平常時：

835
出水時：

823

窒素負荷量

1659トン/年

窒素負荷量(トン/年)

平常時：

23.7

出水時：

56.8

リン負荷量

80.6トン/年

リン負荷量(トン/年)

（約３１％）

出水時には、汚濁
負荷量が多くなる。

平常時の汚濁負荷量は
出水時に比べると少な
い。

○流入負荷量の内訳
小川原湖へ流入する負荷量の平常時・出水時の内訳を整理すると、出水時の流入負荷量が５～７割を占めています。

これらを減らすために、出水時に汚濁物質を一時的に貯留する対策や流出を遅らせる対策など、少しでも流入負荷が減るような
工夫を沿川流域の皆様が一帯となり取組んでいくことが必要です。

【小川原湖への流入負荷量の種別内訳】

（約６９％）

（約３０％）

（約７０％）
（約５０％） （約５０％）
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目 的

構 成

●小川原湖水環境の目標像設定
●水環境全体計画のあり方提言
●水質浄化対策全般に関する指導助言
●流域対策、関係機関との連携の助言
●監視体制に関する助言
Ｈ２１．２設立

学識者、国、県

●小川原湖に流入する汚濁負荷量の
低減対策に係る行動指針
●小川原湖に流入する汚濁負荷量の
低減対策の推進
●その他水環境の保全に必要な事項

青森県、有識者、流域市町村、関係
団体（観光、漁業、農業・畜産、林
業、農村整備・環境公共、環境保護
）、国(林野庁、高瀬川河川事務所)
(Ｈ２７.１０設立)

小川原湖水環境改善行動指針

●平成２９年１月策定

小川原湖流域水環境対策協議会

・県主体

小川原湖水環境対策協議会

国、県、流域市町村

●水環境全体事業計画の策定、改定
●水環境全般について協議
●現状と課題についての認識を共有
●事業計画に基づく水環境改善の進捗を共有
Ｈ２４．３設立

小川原湖水環境改善計画

●平成２５年２月１２日策定

・小川原
湖の適切
な湖沼管
理を実現
するため
の水環境
事業に関
する全体
計画を策
定する際
に必要な
技術的な
助言を行
う

小川原湖水環境技術検討委員会

湖内対策 流域対策・国主体

連携・
情報共有

高瀬川水系流域治水協議会

●流域全体で水害を軽減させる治水対策「流
域治水」を計画的に推進する

●小川原湖における､覆砂・ウエットランド整
備､浅場創出や流域全体での水質に係る環境
の保全など､自然環境が有する多様な機能を
活かすグリーンインフラの取組を推進
Ｒ２．９．１８ 設立

国、県、流域市町村

目 的

目 的
目 的

構 成
構 成

構 成

流域治水プロジェクト

流域治水プロジェクト ●令和３年３月３０日公表

●令和４年３月３１日更新（グリーンインフラ）

【連携・情報共有の目的】

既存の小川原湖水質改善に向
けた枠組と共有して、グリーンイン
フラの取組を推進する

小川原湖の水質改善に向けた関係機関との連携 流域治水プロジェクト×グリーンインフラ

小川原湖の水環境 ～取組体制～

・国土交通省と青森県は、湖内対策及び流域対策を連携して取り組んでいます。また、沿川市町村の皆様とともに流域治水プロジェクトにおい
てグリーンインフラの取組みも推進しています。



砂の投入状況（試験施工時）砂の積込状況（試験施工時）

・平成３０年より試験施工を実施してきており、今年度から本格的に工事に着手しました。

・令和５年度の当初予算に加え、補正予算を確保し、効果発現にむけて工事を継続していきます。

底泥表面を砂で覆うことにより、底泥からの溶出負
荷の低減、底質の改善を図る。

◆覆砂

覆砂予定区底泥の状況

小川原湖の水環境 ～高瀬川河川事務所の取組み 覆砂工事～


